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ʮ৯の҆શʯ໰୊における
ϦεΫコϛϡχέʔγョϯ
の՝୊ ՊֶδϟʔφϦετ

はじめにɹ

農ༀや動物用ҩༀ品，৯品ఴ加物等，
生産現場で使われる化学物質へのফඅ
ऀの不安感はґવとして強い。これら
を੡଄ൢ売するا業や関ஂ܎体などは
情報ఏ供に౒め，理解をಘようとして
いる。࣏ࣗ体も，さま͟まなリスクコ
ϛュニέーションを開࠵している。以
前と比べるとՊ学的な理解は進んでい
る面もあるが，不安は解ফされていな
い。インターネット等で間ҧった情報
が൙ཞしていることも，新たな混ཚを
ॿ長しているように見える。

市ຽの৺理はどのようなものなの
か。なͥ，間ҧった情報が広がってし
まうのか。どのようなリスクコϛュ
ニέーションがٻめられているのか。
δϟーナリストとしての経験に基ͮき
考࡯する。

1��৯඼ࣗ体๊͕͑ΔϦεΫ
͕ɼཧղ͞Ε͍ͯͳ͍

やウΣブαイࢽは，さま͟まな雑ࢲ
ト等にࣥචし，ߨԋなども行っている。
この 10 年以上，いくつかの生ڠの広
報ࢽで৯の安શに関する連ࡌを持って
おり，組合һを対象としたษ強ձに出
てࢣߨを຿めるػձも多い。

農ༀや৯品ఴ加物等のリスクධ価や
リスク管理等についてもઆ明し，使用
がೝめられる前には，ৄしいಟ性ධ価
がٻめられ，ઁ取量によってਓが被る
リスクが大きく異なることなどをઆ明

し続けている。
その結果，農ༀや৯品ఴ加物等のリ

スク管理の࢓組みを理解してくれるਓ
は少なくない。しかし，理解ऀであっ
ても৺情としては，「༨計なものは使っ
てཉしくない」という気持ちが強い。
農ༀや৯品ఴ加物等は「必要ѱ」とい
う位置ͮけだ。多くのਓに知ࣝとして
決定的にܽけているのは，ࣗવ・ఱવ
の৯品ࣗ体が多くのハβードを๊えて
おり，管理がѱければ大きなリスクと
なりうること，そして，農ༀ等，意図
して用いる化学物質は管理して用いる
り，それらに比べてリスクは高くなݶ
く，事実上，リスクを無ࢹできるとい
う，比較のモϊαシではないか。

図 -1 は，国ཱҩༀ品৯品Ӵ生研究
ॴ安શ情報部の੊山ஐ߳子部長が作成
したもの。研究ऀは，৯品がӈ図で黒
ؙとして表されているリスクを多く含
んでおり，農ༀや৯品ఴ加物はಟ性ධ
価されて用いられているために，むし
ろリスクとしては小さいことを知って
いる。だが，一般の市ຽはࠨ図のよう

に，ࣗવఱવの৯品はなんの問題も๊
えておらず，農ༀやఴ加物でԚされて
いる，ととらえている。

Χビಟやඍ生物Ԛછ，加熱੡଄され
た৯品で生成している発がん物質等，
さま͟まなࣗવఱવ༝来のリスクにつ
いては，この 20 年あまりで研究が急
速に進展してきた。そうした情報が，
市ຽに伝わっていないのだ。農ༀのリ
スク管理を理解してもらうには，৯品
ࣗ体の本来の姿と，「৯の安શをकる」
というのはリスクゼロを௥ٻするもの
ではなく，「リスクをڐ容できる程度に
する」行為であるというೝࣝが不可ܽ
だろう。そして，農ༀが，Χビಟの抑
制等，৯の安શの向上にもݙߩできる
ことを知ってもらわなければならない。

2��ϦεΫのաେධՁɼաখ
ධՁ

ਓは，リスクの大きさを٬観的には
受け止められず，過大にධ価したり過
小に受け止めたりしがちである。過大

図 -1　৯品の安શੑにͭいてのΠϝーδൺֱ
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図-1 食品の安全性についてのイメージ比較
出典：「健康食品」のことがよくわかる本（畝山智香子，日本評論社）
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に受け止めがちな要素として，「新ح
性」や「ਓ工的」「子どもに影響がある」
などが͛ڍられる（表 -1）。現在の日
本の৯品安શ問題において，ඍ生物に
よる৯中ಟは毎年のようにऀࢮが出て
おり，最大の՝題である。だが，ࣗવ
༝来であり新ح性がないためか，市ຽ
の関৺は高くない。一方，農ༀや৯品
ఴ加物はਓ工的であり，市ຽにとって
は知らないうちに৯品中に含まれ৯べ
させられるとのイメーδが強く，リス
クが過大に受け止められる要素を多く
持つ。

ຯਂいことに，市ຽだけでなくՊڵ
学ऀや技術ऀなどのઐ໳Ոも，ࣗらの
ઐ໳෼野以֎のリスク情報について
は，過大にೝ知することが実験調査で
確ೝされている。ݪ発と遺伝子組換え
৯品という二つのリスクについて一般
市ຽやそれͧれのઐ໳Ո，そして電ྗ
社һにධ価をٻめたところ，一般市ຽ
はどちらもݥةだとೝ知する܏向が強
いが，バイオઐ໳Ոは遺伝子組換え৯
品を安શだとೝ知する一方，ݪ発はة
子ྗઐ໳Ոݪ，だとみていた。一方ݥ
は，ݪ発を安શとೝめ，遺伝子組換え
৯品をݥةとみる܏向にあった。電ྗ
社һも同様だった。৺理学ऀの木下෌
༤京都大学໊༪ڭतは「ઐ໳Ոという
のは，あらΏる෼野に関して冷静なՊ
学的൑断ができるਓのことを意ຯする

のではなく，ࣗ෼の෼野だけを਎びい
きするਓのことなのである」と؃ഁし
ている。

が，リスク管理ऀ܎਎，農ༀ関ࣗࢲ
についてほぼ同じ考え方，管理法をと
る৯品ఴ加物や，同様に৯品安શҕһ
ձ等のݫしい安શ性ධ価を経ている遺
伝子組換え৯品について，不౰にݫし
いスタンスをとっていることにڻかさ
れることがしばしばある。逆にݴえば，
ઐ໳Ոはࣗらのઐ໳෼野の事象，リス
クのೝ知に؁さが出ていないか，常に
ࣗռする必要がある，ということでも
ある。

3��ଟ͘のೝ஌όΠΞε͕
ਓには͋Δ

ਓがさま͟まな事象を൑断する際に
は必ずバイΞスが入り，必ずしも合理
的な結࿦にはࢸらない。行動経ࡁ学等
により研究は進んでおり，ҩྍ෼野で
も情報をಘた際のバイΞスをઆ明し市
ຽに֮ࣗしてもらうことで，適切な意
保持につな͛ようとする߁݈，決定ࢥ
動きが進んでいる。

バイΞスにはさま͟まな種類があ
る。たとえば「確ূバイΞス」は，৴
じていることのཪ付けになる情報だけ
をٻめ，൱定的な例や反ূにつながる
情報をूめようとはしないことであ

る。「ೝ知的不ڠ和」は，৴じている
ことにໃ६が起きた場合，情報を無意
ࣝのうちにあえてΏがめて，ໃ६を解
ফしようとする৺の動きだ。「バンド
ϫΰン効果」は，「˓˓が流行してい
る」という情報が流れることで，それ
をબ୒しようとする支持がいっそう強
まること。ਓは，長いྺ史の中で「一
ॹに行動をとれば間ҧいない」という
経験を積んでおり，流行に流されがち
なのは生物としての౰વの性質ともݴ
える。

৯の安શにおけるさま͟まなコϛュ
ニέーションの問題のഎܠには，この
ような，ਓが本質的に๊えるೝ知バイ
Ξスが大きくབྷんでいる。Պ学的に適
切な情報をఏ供すればਓは理解しਖ਼し
く行動できるようになる，というわけ
ではない，という現実を౿まえて，コ
ϛュニέーションを実践する必要があ
る。

4��ϚεϝσΟΞのӨڹ

৯の安શ問題についての市ຽの混ཚ
において，大きな要素を઎めているの
がϚスメデΟΞやインターネット等に
おける問題のある報道である。たとえ
ば，リスクをとらえる時には，ハβー
ドとしての特性とともにઁ取量が重要
だが，量を無ࢹしてࢹݥةする報道が
ઈえない。農産物のཹ࢒農ༀ基४の௒
過は，「基४の 100 ഒཹ࢒」などと報
じられ，市ຽにインύクトを与える。
Պ学的には，一日ڐ容ઁ取量（AD*）
や急性参照用量 (ARfD) を௒えるかど

表 -1　実ࡍより΋リスクが大きいと市ຽがみなしてし·͏場合表-1 実際よりもリスクが大きいと市民がみなしてしまう場合

• 非自発的にさらされる

• 不公平に分配されている

• 個人的な予防行動では避けることができない

• よく知らない，あるいは新奇なものである

• 人工的なものである

• 隠れた，取り返しのつかない被害がある

• 小さな子どもや妊婦に影響を与える

• 通常とは異なる死に方（病気，けが）をする

• 被害者が身近にいる

• 科学的に解明されていない

• 信頼できる複数の情報源から矛盾した情報が伝えられる

出典：「新装増補リスク学入門4 社会生活からみたリスク」（岩波書店）
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うかが重要であり，これらを௒過する
事例は，意図して混入させる൜ࡑ以֎
はほぼありಘない。

だが，AD* や ARfD における割合
がه事中で৮れられることはあって
も，見出しは૬変わらず「基४の˓ഒ」
と表現されることがほとんどだ。

明らかなՊ学的な間ҧいも少なくな
い。農ༀや৯品ఴ加物は，ಟ性ධ価で
遺伝ಟ性発がん性がないことが確ೝさ
れたうえで用いられているのに，発が
ん性をࣗ明のものとして報じられるこ
とすらある。

こうしたഎܠには，現在のϚスメ
デΟΞ関ऀ܎の中に，Պ学的な知ࣝの
ബいいわΏる l 文系ऀه z が多いこと
が͛ڍられるだろう。また，急速に進
展を続ける৯品Պ学や農ༀ等の技術開
発を೺Ѳせず，ੲの農ༀ൷൑やෳ合Ԛ
છ൷൑等のࢥい込みにとらわれている
。等も少なくないऀه，ऀࣝ

さらに，報道は情報を商品として売
るӦ業行為である，という一面を持つ
ことも๨れてはならない。新ฉや週ץ
事等هはインύクトのある見出しやࢽ
でਓを引きつける。ςレビもࢹௌ率の
高低によって，広告主がつくかつかな
いか，ͻいては広告料金収入の金額が
変わる。そのため，事象の単७化や善
とѱにきっͺりと෼けてしまう二ݩ࿦
の情報が幅をきかせる。そのほうがわ
かりやすく，情報の受けखにܴ׻され
やすく，ൢ売部数の増加やࢹௌ率の上
ঢ等につながりやすいのだ。

リスク管理が๊えるコスト問題や，
一つのリスクを小さくしようと౒ྗす

ると別のリスクが大きくなってしまう
「トレードオϑ」などෳ雑な問題を報
道するのは，ࣗࢲ਎の経験からݴって
も容易ではない。

���Πϯλʔωットɼ4/4に
ΑΔ৘ใの֦ࢄ

さらに，近年大きな問題になってき
たのはインターネットのニュースαイ
トやιーシϟルネットαービス（SNS）
による情報伝達である。

2016 年 12 月，ࣜגձ社デΟー・
エヌ・エー（DeNA）がӡӦしていた
ϔルスέΞαイト WEL2 にප気の࣏
ྍ法，݈߁法や݈߁৯品等についての
事が多数あると指摘されه不明のڌࠜ
た。DeNA は WEL2 をはじめとする
10 のαイトを非ެ開にし，第ऀࡾҕ
һձを設置して調査をґཔした。第ࡾ
ऀҕһձは 2017 年 4 月，報告ॻをま
とめている。

それによれば，WEL2 では著作ݖ
法やҩༀ品ҩྍثػ等法（ༀػ法），
ه増進法等にҧ反するٙいのある߁݈
事がެ開されていた。報告ॻはݪҼと
して「ه事の質が低くても量産を重ࢹ
する方਑がとられ，広告収入増に伴う
利ӹが優先されていた」としている。
WEL2 は，2015 年 10 月にオープン
し，約 1 年後の 2016 年 11 月にはྦྷ
計ه事数 3 ສ 5,000 件，1 日のΞク
セス数が約 280 ສにも及んでいた。
౰初から内部でༀػ法等に఍৮するリ
スクや「ҩࢣ等のઐ໳Ոの؂मを付け
るべき」との指摘があったのに，ه事

を安く量産するために無ࢹしていた。
WEL2 は 2017 年 8 月にαイト࠶

開を断೦。毎日新ฉ 2017 年 8 月 9
日付けه事は，「ҩࢣによる؂मなど
の࢓組みを整えればコストがかかるた
め，ҩྍ݈߁෼野ではメデΟΞ事業が
成りཱたないと൑断したとみられる」
と報じている。

WEL2 にݶらずこうしたαイト
は，yahoo や google など検索エンδ
ンの上位にه事を出そうという工夫，
Search Engine Optimi[ation（SEO）
をۦ使している。ه事のタイトルをイ
ンύクトのあるものにしたり࿩題のݴ
葉を使ったり，さま͟まなやり方があ
る。農ༀやఴ加物൷൑は，極めて਎
近な࿩題である৯品にབྷみ，ਓʑがയ
વと๊える不安をさらにש起し引きつ
け，Ξクセス数をՔ͛るコンςンπで
ある。

このような「とにかく，関৺をू
めればよい，ਓを引きつければよ
い」という܏向は，blog や Twitter，
Facebook など，個ਓがӡ用する SNS
がさらにഥंをかけることになる。出
యが明らかでなくਅِがはっきりしな
い情報を，個ਓが֦ࢄする。さらに，「Պ
学的にਖ਼しい」ではなく，「面白そう」

「ಡまれそう」な情報が大きく֦大伝
播する。

国の行੓ػ関や研究ػ関等も広報ࢽ
やウΣブαイト，SNS 等で情報を発
৴しており，その多くはՊ学的にଥ౰
なものだ。だが，文章はわかりにくく
しく，また，SEOۤݎ もしていない
ため，情報֦ྗࢄという点ではさま͟
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まな商業αイトや SNS に大きく後れ
をとっている。

インターネットは，情報伝達のコス
トが低く，伝達スϐードが速いという
利点を持つ一方，以上のような大きな
ܽ点も๊えている。多くのਓが新しい
πールを前にして，その利点とܽ点を
೺Ѳして使いこなすにࢸっておらずৼ
り回されている，というのが現況であ
る。

��ɹద੾ͳ৘ใΛ఻͑ଓ͚Δ
ҙຯ

農ༀや৯品ఴ加物等のリスクコϛュ
ニέーションは，伝えるべき内容が最
新Պ学に基ͮきෳ雑化しているうえ，
1960 ～ 70 年୅に培われた「ݥةな
もの」というݹいࢥい込みにとらわれ
ている市ຽと，インターネットで量産
される間ҧった情報にৼり回されてい
るएいਓたちがコϛュニέーションの
૬ख先として混在し，ますます೉しく
なっている，とࢲには感じられる。

関ऀ܎は，情報ఏ供しコϛュニέー
ションをとることにർれているのだろ
うか。ফඅऀிが行੓の今後の໾割を
検౼するために 2016 年度に設置し報
告ॻをまとめた「৯品に関するリスク
コϛュニέーション研究ձ」でのエϐ
ιードを紹介したい。

ফඅऀிは৹ٞの中で，リスクは小
さいがফඅऀが感じる不安が大きいも
ののリスクコϛュニέーションに取り
組みたい，という姿੎を示した。これ
に対して事業ऀஂ体から出ていたҕһ

が次のように述べた。「リスクが本౰
に小さいのであれば，あえて৮れない
というબ୒もあるかなとࢥったので
す。とਃしますのは，気にしていない
方も気にしてしまうとなりますと，ڪ
らく今度は৯品事業ऀが必要ないかも
しれない過度の෼ੳや検査にखを回さ
なくてはいけなくなる」。つまりは，
৸た子は起こす必要がない，という意
見だ。

，もҕһとして出੮していたのでࢲ
「それではもうࡁまないのではないか。
ఴ加物とか農ༀとか，そうやってઆ明
してこなかったから，いまだにٙ問が
解ফされず，ちΐっとした情報で一般
の方が混ཚするということが܁りฦし
行われている」と述べた。

この対࿩のഎܠにあるのは，情報と
ফඅ動向を८るෳ雑な関܎性だと個ਓ
的には考える。৯品事業ऀは農ༀや৯
品ఴ加物等に対するՊ学的ࠜڌのない
൷൑にいらだつが，一方で大きな不ങ
ӡ動につながるわけではない，という
ことも知っている。リスクコϛュニ
έーション等で一部の市ຽが問題にす
ることと，大多数のফඅ行動は，実際
にはずれている。

また，無農ༀや無ఴ加等の商品開発
は，市ຽ・ফඅऀに対する多様なબ୒
のఏ供につながり，事業ऀにとってࢶ
は，他事業ऀとの差別化に結びつく取
り組みでもある。事業ऀのそうした౒
ྗは，ਖ਼౰にධ価されるべきだ。無農
ༀや無ఴ加৯品は，それらを使わない
୅わりに別の方策でΧビಟやඍ生物等
のリスク管理を行い，品質もҡ持しな

ければならず，高い技術ྗがٻめられ
コストもかかる。それが高い価֨で売
れるのはཱ೿なا業౒ྗである。

一方で，そうした差別化，બ୒ࢶの
ఏ供はԟʑにして，「農ༀやఴ加物は
ൈいた方が，安શでよいものになり，
高くもなる」という間ҧったೝࣝを市
ຽに与えてしまう。

農ༀに関する間ҧった情報を৴じ
て，まったくࠜڌがないのに「ࢲはѱ
いものを৯べている。子どもにѱいも
のを৯べさせている。お金がないか
ら，農ༀを使ったこんなものしか৯べ
させることができない。いつか，なに
かとんでもないことが起きるのではな
いか」という不安を๊いているਓたち
がいる。ࢲがߨԋした後に寄ってきて
個ਓ的に質問を౤͛かけるお฼さんた
ちが，必ずとݴってよいほどそんなこ
とをޱにする。

間ҧった情報による݈߁影響はない
としても，こうした気持ちの l 被害 z
は計り知れない。そう考えると，「৸
た子は起こさなくて良い」ではなく，
৯品事業ऀには多様なબ୒ࢶをఏ供す
ると同時に，その意ຯを適切にઆ明す
る੹೚がある，と考える。

���৘ใΛެ開ͯ͠͠ߟڞ
ղܾࡦΛ୳Δの͕Ϧεコϛ

では，どのようにコϛュニέーショ
ンを図ったらよいのか。

リスクコϛュニέーションを内ֳ෎
৯品安શҕһձは用ूޠで「リスク෼
ੳのશ過程において，リスク管理ػ関，
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リスクධ価ػ関，ফඅऀ，生産ऀ，事
業ऀ，流通，小売りなどの関ऀ܎がそ
れͧれのཱ場から૬ޓに情報や意見を
ަ換すること」と定義している。だが，
もう少し広くਂくとらえてよいのでは
ないか。

木下෌༤京都大学໊༪ڭतは「対象
のもつリスクに関連する情報を，リス
クに関܎するਓʑ（スςークホルダー）
に対して可能なݶり開示し，たがいに
共考することによって，解決に導く道
。૝と技術」と定義しているࢥを୳すے

ϙδςΟブな側面（ϕネϑΟット）
とネガςΟブな側面（リスク）の両
方から，情報をఏ供し両面性とಁ明
性を確保することで，ఏ供ऀの「ެ
ਖ਼さ (fairness)」を示す。さらに，一
方的に情報ఏ供するのでなく，たと
えば行੓と市ຽであれば行੓がՊ学
的な情報をఏ供し，市ຽが受け止め
方，৺理等をઆ明し，ٞ࿦することで
いを理解し「৴པと੹೚ޓ (trust and 
responsibility)」を૒方がߏஙしてΏ
くことになる。

આಘや۶෰させるのではなく，関
܎ ऀ が 共 考 す る こ と で「 ৴ པ 性 」
(reliability)をৢ成する。リスクコϛュ
ニέーションを単なる意見ަ換ձとと
らえてはならない。

本ࢽಡऀの多くは，市ຽに৯の安શ
について情報ఏ供する側だろう。「知
ࣝをڭえる」というスタンスにཱつと，
市ຽの৴པや共感はಘられにくい。も
ちろん，Պ学的にଥ౰でෳ雑な情報を
伝えるۤ࿑は多ʑあるが，一方で，ࣗ
らにもリスクの過大ධ価，過小ධ価が

あることやೝ知バイΞスを持つことを
౿まえなければならない。ࣗ෼も一市
ຽでありফඅऀであることを๨れず，
市ຽとの共感のϙイントを୳りながら
情報をఏ供するべきだ。૬खには，ࣗ
෼にない知ࣝや体験があり導かれる面
もあることを೦಄にଚ重，ଚܟを๊い
ていれば，そのਅ᎜さは市ຽ側にも伝
わる。

ॾ֎国の行੓ػ関，市ຽஂ体などの
動きを見て気付くのは，積極的に情報
を開示し，ੈ間に൙ཞする情報のバイ
Ξスをਖ਼す活動をしている組৫がある
ことだ。ӳ国の੓෎ػ関「国ຽ保݈αー
ビ ス 」（National Health SerWice）
の ウ Σ ブ α イ ト，NHS $hoices は

「Behind the Headlines」という日本
で༁すと「見出しのཪ側をಡむ」とޠ
いうझࢫのコーナーを設置し，新ฉや
ςレビニュース等で紹介された݈߁情
報を取り上͛て，間ҧいを指摘した
り，આ明が足りない場合はิ足したり

している。農ༀや৯品ఴ加物等が࣬ױ
をটいているとする研究結果が発表さ
れニュースになると，その࿦文のݶք
を解આしたり，ニュースのϛスリード
を指摘している（図 -2）。

ま た， 同 じ く ӳ 国 に は「Science 
.edia $entre」という市ຽஂ体があ
り，ニュースが出るとෳ数のՊ学ऀの
コメントをࡌܝする，というやり方で，
情報の適ਖ਼化を図っている。

いずれも共通してݴえるのは，Պ学
的にଥ౰ではない問題のあるニュース
が流れਓʑの࿩題になっているその時
に，情報を出していること。「この農
ༀがࣗด঱と関܎があるらしい」など
と࿩題になっている時が，もっとも農
ༀへの関৺が高まっている時期でもあ
る。多種多様な情報がҲれている現୅
にあっては，タイϛングをಀせばもう
どれほどՊ学的にはਖ਼しい情報であっ
てもސみられない。良きにつけѱきに
つけ࿩題になっている時が，適切な情

図 -2　ӳࠃࠃຽอ݈αーϏス 	/)4
 のウΣブαΠト
農ༀ΁の長期മ࿐がೝ஌঱リスクの૿大にͭながっている，とする৽ฉの報道をとりあ͛，ࠜڌの࿦จの
内༰をղઆし，報道はߦきա͗であり，࿦จには大きなݶքがあることを示している。
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報を市ຽにఏ供するチϟンスである。
δϟーナリストとしてのཱ場からݴ

えば，素早く対応すると取ࡐが不足し，
Պ学的なଥ౰性の検ূが不足するδレ
ンϚがある。ઐ໳Ոも，ニュースの間
ҧいがݦ著ならなおさら，時間をかけ
てޡ解をটかない文章を࿅り上͛，で
きればだれかほかのઐ໳ՈのΞドバイ
スを受けて推Ꮟしてެ表し問題点を指
摘して，適切な理解促進につな͛たい，
と考えるだろう。日本ではとくに，組
৫としてޡりのないஏずかしくないも
のを，という意向が強くಇき，対応が
遅くなる。

だが，そのときにはԟʑにしてタイ
ϛングをಀし，その情報は多くの市ຽ
に受け入れられない。とりわけ，イン
ターネットが有ྗな情報伝達ルートに
なった現在は，間ҧい情報が流れ始め
た時点で，「それはҧう」とઐ໳Ոが
すばやく੠を上͛ SNS 等をۦ使して
मਖ਼を図るのが，もっとも効果的に間
ҧい情報の֦大を๷͗適切な情報をফ
අऀにಧける方法だと考える。

それと平行して，平時から市ຽやメ
デΟΞ関ऀ܎に定期的に情報をಧけ意

見ަ換しておくことが，関܎作りや৴
པߏஙに໾ཱつのではないか。

近年は，日本৯品ఴ加物ڠձやバイ
ςク情報普及ձ等，定期的にメデΟΞ
関ऀ܎をूめるセϛナーを開࠵する業
քஂ体が増えてきた。農ༀ工業ձが毎
日新ฉと合同で，ՈఉՊڭ་・栄養ڭ
་をूめ，৯の安શや栄養に関する情
報をઐ໳Ոがఏ供する「৯育セϛナー」
を定期開࠵しているのも，ڭ育現場へ
最新のՊ学的ࠜڌに基ͮく情報をಧけ
る観点からڵຯਂい。

これをやれば一気に理解がਁಁす
る，というようなリスクコϛュニέー
ションの l 特効ༀ z はない。ςーϚや
問題とする৯品の種類，地域，情報を
ఏ供するऀと受け取るऀの関܎性など
によって，適切な方法がまるで異なる，
ということが，2003 年に৯品安શ基
本法が施行されて以降のさま͟まな取
り組みの中でわかってきた。৯品メー
Χー，農ༀや৯品ఴ加物等のا業，流
通関連ا業，行੓，研究ऀ，δϟーナ
リスト等の৯品生産供給にかかわる多
くの関ऀ܎が，環境ෛ荷低減や経ࡁ性
なども考えながら安શで高品質の৯品

を安定して供給して行きたい，と考え
ている。市ຽも，安શ高品質の৯品を
ক来のੈ୅にもわたって安定して৯べ
続けたいことをئっている。目ඪは実
は同じであることを意ࣝし，ෳ雑な問
題を「共考」してΏく取り組みを進め
たい。
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